
播磨国賀毛郡がみえる！

古代加西の手引書

古代の加西と
   播磨国風土記

加西市
播磨国風土記

1300年祭実行委員会
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風 土

古
代
の
加
西
に
心
馳
せ
て

　

今
か
ら
約
一
三
〇
〇
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、
奈

良
時
代
初
期
七
一
三
年
五
月
の
官
令
に
よ
り
作
成
が
命
じ
ら
れ
た
地
誌
で
、

七
一
五
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
本
最
古
の
地

誌
で
あ
る
播
磨
国
風
土
記
に
は
、
地
名
の
由
来
や
土
地
の
伝
承
、
土
地
の
肥
沃

さ
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
生
活
や
文
化
、
自
然
、
人
や
も
の
の
移
動

な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、
根
日
女
の
伝
説
の
舞
台
で
あ
る
玉
丘
古
墳
を
は

じ
め
、
加
西
の
地
が
多
数
登
場
し
ま
す
。
編
纂
一
三
０
０
年
と
な
る
平
成
二
七

年
に
向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
風
土
記
を
学
び
、
古
代
の
加
西
を
知

る
こ
と
で
、「
ふ
る
さ
と
加
西
」
に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
を
育
み
、
未
来
に
向

け
て
地
域
の
絆
を
つ
な
ぎ
、
伝
統
を
発
展
的
に
継
承
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

市
外
へ
も
積
極
的
に
加
西
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。｢

ふ
る
さ
と
加
西｣

を
多
く
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
、
こ
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
り
ま
し
た
。

　

是
非
と
も
加
西
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
巡
っ
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し
い
発
見
や
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日　
　
　
　
　
　

加
西
市
長　

西
村
和
平

フドッキー博士
『播磨国風土記』のことはなんでも知っ

ている博士。鼻とヒゲが前方後円墳の形
になっている。

ねっぴ～
ふるさと加西観光大使、このたび
播磨国風土記 1300 年祭のイメー
ジキャラクターに抜擢された。

播磨国風土記1300年祭のナビゲーター



3

　
　『
播
磨
国
風
土
記
』
編
纂
が
は
じ
ま
る

　

今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
三
〇
〇
年
前

の
和
銅
六
年
（
七
一
三
）
五
月
、
奈
良
平

城
の
都
で
、
全
国
六
〇
余
国
に
命
令
が
発

せ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
命
令
の
内
容
は
、
各
国
ご
と
に

①
郡
や
里
な
ど
の
地
名
に
好
字
（
漢

字
二
字
）
を
用
い
る

②
郡
内
の
物
産
品
目

③
土
地
の
肥
沃
度

④
山
川
原
野
の
名
と
、
そ
の
由
来

⑤
土
地
の
伝
承

　

以
上
を
ま
と
め
た
報
告
書
の
提
出
を
命

じ
る
も
の
で
し
た
。

　

命
令
を
受
け
た
播
磨
国
で
も
報
告
書
の

作
成
に
着
手
し
ま
す
。幸
い
播
磨
国
府（
役

所
）
に
は
文
才
の
あ
る
楽さ
ざ
な
み
の
こ
う
ち

浪
河
内
が
務
め

て
い
ま
し
た
。
彼
が
主
体
と
な
り
報
告
書

の
作
成
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
命
令
に
よ
り
各
国
か
ら
提
出
さ
れ

た
報
告
書
を
、
後の
ち

に
国
名
を
つ
け
『
○
○

国
風
土
記
』
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ロ
ッ
パ
の
東
ロ
ー
マ
帝
国
と
も
交
流
を
持

つ
な
ど
、
世
界
帝
国
と
呼
べ
る
ほ
ど
繁
栄

し
、
都
の
長
安
は
国
際
色
あ
ふ
れ
る
世
界

最
大
の
都
市
で
し
た
。

　

日
本
も
唐
に
倣な

ら

い
、
長
安
を
モ
デ
ル
と

し
た
新
し
い
都
（
平
城
京
）
の
造
営
や
法

令
の
制
定
（
律
り
つ
り
ょ
う令

）、
制
度
の
改
革
な
ど
、

国
家
中
枢
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
地

方
行
政
の
整
備
と
軍
備
強
化
な
ど
、
天
皇

を
中
心
と
し
た
強
力
な
中
央
集
権
国
家
の

樹
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

平城京

　

日
本
は
、
文
化
面
で
も
唐
の
影
響
を
強

く
受
け
、
文
字
（
記
録
）
に
よ
り
国
家
の

形
を
示
そ
う
と
し
ま
す
。

　

和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
は
『
古
事
記
』

が
献
上
さ
れ
、
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い

た
、「
正
史(

国
家
と
し
て
正
式
な
歴
史

書
）」
で
あ
る
『
日
本
書
紀
』
も
養
老
四

年
（
七
二
〇
）
に
完
成
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
歴
史
書
が
、
国
の
成
り
立
ち

や
、
王
朝
の
正
統
性
を
示
す
、「
時
間
」

を
認
識
し
た
、
い
わ
ば
「
日
本
の
縦
軸
」

を
記
述
し
た
も
の
で
す
。

　

一
方
、「
日
本
の
横
軸
」
つ
ま
り
現
在

の
「
空
間
」
と
し
て
の
日
本
を
表
わ
す
た

め
に
編
纂
さ
れ
た
の
が
「
地ち

し誌
」
で
あ
る

『
風
土
記
』
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
「
報
告
書
の
提
出
を
命
じ
た
諸
国
」
＝

「
朝
廷
の
支
配
領
域
」
＝
「
日
本
の
国
土
」

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
央
の
命

令
を
地
方
が
実
行
し
、
成
果
物
を
挙
げ
る

と
い
う
行
程
で
、
中
央
と
地
方
の
関
係
を

明
確
に
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
「
正
史
」
と
「
地
誌
」
が
そ
ろ
う
こ
と

で
、
日
本
は
時
間
と
空
間
の
両
面
に
お
い

て
、
自
み
ず
か

ら
の
存
在
を
証
明
し
、
文
化
国
家

と
し
て
唐
か
ら
の
評
価
が
高
ま
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　「
正
史
」
と
「
地
誌
」、「
時
間
と
空
間
」

有
能
官
人
で
あ
り
文
人
の
楽
浪
河
内

　
楽
浪
河
内
は
百く
だ
ら済

系
の
渡
来
人
楽
浪
氏
の
一
族
で
す
。
播
磨
国
府
（
播
磨
の
国
庁
）

で
は
、
文
書
を
取
り
扱
う
「
大
だ
い
さ
か
ん目

」
と
い
う
役
職
に
就
い
て
い
ま
し
た
。

   

河
内
は
前
年
の
和
銅
五
年
に
、
倉
を
建
設
し
た
功
績
に
よ
り
朝
廷
か
ら
表
彰
さ
れ

る
な
ど
、
有
能
な
実
務
官
人
で
し
た
。

　
ま
た
、『
万
葉
集
』
に
彼
の
和
歌
が
採
録
さ
れ
る
な
ど
文
人
と
し
て
も
、
き
ら
め

く
才
能
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

　
故
郷
は　

遠
く
も
あ
ら
ず　

一
重
山　

越
ゆ
る
が
か
ら
に　

思
ひ
ぞ
我
が
せ
し

　　

我
が
背
子
と　

ふ
た
り
し
居
れ
ば　

山
高
み　

里
に
は
月
は　

照
ら
ず
と
も
よ
し

風 土

◇
日
本
の
新
し
い
国
づ
く
り

　

当
時
大
陸
に
は
、
唐と
う

が
巨
大
帝
国
を
築

き
、
東
ア
ジ
ア
に
君
臨
し
て
い
ま
し
た
。

　

唐
は
、
中
央
ア
ジ
ア
は
も
と
よ
り
ヨ
ー
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こ
う
し
て
外
交
面
で
よ
り
良
い
成
果
を

引
き
出
し
、
利
害
が
対
立
す
る
可
能
性
の

あ
っ
た
、
朝
鮮
半
島
の
新し
ら
ぎ羅
に
対
す
る
国

　
　
完
成
し
た
？
『
播
磨
国
風
土
記
』

◇
現
存
す
る
『
風
土
記
』

　

各
国
で
作
成
さ
れ
た
『
風
土
記
』
で
す

が
、現
存
す
る
の
は
、常ひ
た
ち陸
国
（
茨
城
県
）、

播
磨
国
、
出い
ず
も雲
国
（
島
根
県
）、
豊ぶ
ん
ご後
国

（
大
分
県
）、
肥ひ
ぜ
ん前

国
（
佐
賀
県
・
長
崎
県
）

の
五
か
国
の
み
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
二
五
か
国
の
『
風
土
記
』

の
記
述
の
一
節
が
、
他
の
古
文
書
や
書
物

に
逸い
つ
ぶ
ん文
（
引
用
文
）
と
い
う
形
で
残
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
が
見
る
こ
と
の
で
き
る

『
播
磨
国
風
土
記
』
で
は
、
前
文
と
そ
れ

に
続
く
明あ

か
し石
郡
の
記
述
、賀か

こ古
郡
の
冒
頭
、

中
ほ
ど
の
赤あ
こ
う穂

郡
の
記
述
が
欠
落
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
書
か
れ

た
『
釈し
ゃ
く
に
ほ
ん
ぎ

日
本
紀
』
に
明
石
郡
の
一
部
が
引

用
文
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

三
条
西
家
本
を
見
る
と
、
賀
古
郡
の
前

端
部
で
用
紙
が
破
れ
て
い
る
の
で
前
文
と

明
石
郡
は
、
破
損
に
よ
り
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
す
が
、
赤
穂

郡
は
記
述
そ
の
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、『
播
磨
国
風
土
記
』
は
完

成
し
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
説
が
あ
り

ま
す
。

◇
最
も
早
い
完
成

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
「
国こ
く
ぐ
ん
り
せ
い

郡
里
制
」

と
い
う
行
政
単
位
で
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
「
国
」
の
下
に
「
郡
」
を
置
き
、

そ
の
下
に
五
〇
戸
分
の
集
落
を
一
括く
く

り
に

し
て
「
里
」
を
置
き
ま
し
た
。

　

こ
の
「
国
郡
里
制
」
で
す
が
、
霊
亀
元

年
（
七
一
五
）
頃
か
ら
行
政
単
位
の
改
編

が
行
わ
れ
、
郡
の
下
に
里
に
代
わ
っ
て

「
郷ご
う

」
が
置
か
れ
ま
す
。
郷
は
、
里
が
そ

の
ま
ま
郷
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
や
、

複
数
の
里
を
ま
と
め
、
一
つ
の
郷
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。

　

郷
の
記
述
の
な
い
『
播
磨
国
風
土
記
』

は
、
国
郡
郷
制
が
導
入
さ
れ
る
以
前
に
ほ

ぼ
完
成
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
他
国
の
『
風
土
記
』
と
比
較
す
る
と
、

播
磨
国
風
土
記
　
七
一
五
年
頃

常
陸
国
風
土
記
　
七
一
八
年
頃

出
雲
国
風
土
記
　
七
三
三
年
頃

豊
後
国
風
土
記
　
七
四
〇
年
以
前

肥
前
国
風
土
記
　
七
四
〇
年
以
前

　

と
な
り
、
現
存
風
土
記
の
中
で
『
播
磨

国
風
土
記
』
が
最
も
早
く
完
成
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
編
纂
命
令
が
出
さ
れ
た

七
一
三
年
か
ら
約
二
年
（
七
一
五
年
）
と

い
う
早
期
完
成
は
、
楽
浪
河
内
の
手
腕
に

失
わ
れ
た
原
本

　
残
念
な
が
ら
現
存
す
る
五
か
国
の
『
風
土
記
』
も
、
朝
廷
に
提
出
さ
れ
た
原
本
で

は
な
く
、
す
べ
て
写
本
で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。『
播
磨
国
風
土
記
』
の
場
合
は
、

平
安
時
代
後
期
に
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
、
発
見
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代
末
期
の

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
で
、
京
都
の
公
家
三
条
西
家
か
ら
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
写
本
と
は
い
え
貴
重
な
も
の
に
変
わ
り
な
く
、
現
在
は
天
理
大

学
（
奈
良
県
）
天
理
図
書
館
で
所
蔵
さ
れ
、国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

際
的
な
優
位
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
ま

す
。

風 土

よ
る
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
歴
史
か
ら
消
え
た
風
土
記

　

風
土
記
は
、
で
き
上
が
り
次
第
国
へ
提

出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
は

延え
ん
ち
ょ
う長

三
年
（
九
二
五
）
に
い
た
っ
て
、「
諸

国
に
風
土
記
が
あ
る
も
の
の
い
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
国
が
あ
る
の
で
、
早
く
提

出
す
る
よ
う
に
」
と
の
命
令
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。再
提
出
を
促
さ
れ
た
風
土
記
は
、

和
銅
の
命
令
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の

が
そ
の
ま
ま
提
出
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る

い
は
新
た
に
追
加
・
編
さ
ん
を
加
え
ら
れ

た
か
は
不
明
な
ま
ま
で
す
。

　

再
び
風
土
記
が
歴
史
上
に
登
場
す
る

の
は
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書
で
あ
る

『
釈し
ゃ
く
に
ほ
ん
ぎ

日
本
紀
』や『
万
葉
集
』の
注
釈
書『
万

葉
集
注
釈
』な
ど
へ
の
引
用
に
よ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
風
土
記
の
利
用
は
、
お
よ
そ

鎌
倉
時
代
後
期
ま
で
で
あ
り
、
江
戸
時
代

に
い
た
る
ま
で
、
風
土
記
は
再
び
歴
史
上

か
ら
姿
を
消
し
ま
す
。

　

三
条
西
家
本
に
は
、
元
禄
一
六
年

（
一
七
〇
三
）
の
修
理
記
録
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
存
在
が
一
部
の
人
に
は
知
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
く

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
国
学
者
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宍
禾
郡 神

前
郡

賀
毛
郡

託
賀
郡

美
嚢
郡

明
石
郡

餝
磨
郡揖

保
郡

赤
穂
郡

讃
容
郡

印
南
郡 賀
郡古

播磨国と賀毛郡
『風土記から見る古代の播磨』「古代播磨の行政区分地図」を改編

の
谷た
に
も
り
よ
し
お
み

森
善
臣
が
写
本
を
作
成
し
て
か
ら

で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
明
治
以

降
『
播
磨
国
風
土
記
』
を
対
象
と
し
た
研

究
が
多
く
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
福

崎
町
出
身
で
「
日
本
民
俗
学
の
父
」
と
い

わ
れ
た
柳や
な
ぎ
だ
く
に
お

田
国
男
の
兄
で
、
歴
史
学
者
の

井い
の
う
え
み
ち
や
す

上
通
泰
も
風
土
記
の
研
究
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

播
磨
国
の
人
口
は
？

　
里
を
構
成
す
る
基
礎
と
な
る
「
戸
」
と
い
う
単
位
は
、現
在
の
「
戸
」
と
異
な
り
、

戸
主
を
中
心
と
し
た
複
数
世
帯
の
集
ま
り
で
、一
戸
は
二
〇
人
程
度
の
集
団
で
し
た
。

五
〇
戸
を
一
つ
に
ま
と
め
た
の
が
里
と
な
る
の
で
、
一
つ
の
里
は
、
約
一
千
人
で
構

成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　『
風
土
記
』
に
は
賀
毛
郡
内
で
一
二
の
里
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
千
人
×

一
二
里
で
、
賀
毛
郡
の
人
口
は
約
一
万
二
千
人
と
な
り
ま
す
。

　
播
磨
一
国
の
場
合
は
、『
風
土
記
』
に
は
八
一
里
あ
り
ま
す
が
、
明
石
郡
と
赤
穂

郡
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、『
風
土
記
』
だ
け
で
は
計
算
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
他
の
史
料
を
併
せ
て
検
証
す
る
と
、
現
在
で
は
九
五
里
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
播
磨
国
の
人
口
は
九
万
五
千
人
程

度
と
導
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

風 土

一
〇
％
、
ほ
ぼ
平
均
的
記
述
量
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
記
述
は
、
郡
ご

と
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず「
郡
名
」

と
郡
名
由
来
、
次
に
「
里
名
」
と
土
地
評

価
、
里
名
由
来
が
続
き
ま
す
。
さ
ら
に
里

に
属
す
る
「
場
所
や
事
象
」
に
特
徴
が
あ

る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
由
来
や
関
連
伝

承
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
を
武
力
や
政
治
で
制
圧
し
、
そ
こ
に
連

な
る
地
霊
や
祖お

や
が
み神

を
霊
的
に
治
め
る
こ
と

で
征
服
が
完
了
し
ま
す
。
朝
廷
が
由
来
や

伝
承
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
地
方
の
霊
的

支
配
が
、
風
土
記
の
編
さ
ん
の
目
的
の
一

つ
に
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
記
述
さ
れ
た
由
来
や
伝
承
そ
の

も
の
に
も
土
地
支
配
に
関
わ
る
呪
術
的
要

素
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
も
土
地
に
関
す
る
物
事
を
始
め
る

と
き
に
地
鎮
祭
を
行
う
の
は
、
こ
の
よ
う

な
考
え
方
の
名
残
と
い
え
ま
す
。

◇
王
者
の
行
動
と
土
地
支
配

　

風
土
記
に
登
場
す
る
神
や
王
者
の
言
葉

や
行
動
に
は
、
土
地
支
配
に
関
す
る
呪
術

的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

土
地
に
赴
い
た
り
眺
望
す
る
「
国
見
」

は
、
目
で
視
る
こ
と
で
支
配
下
に
な
る
土

地
を
認
識
し
ま
す
。
ま
さ
に
「
見
定
め
る

（
見
て
平
定
す
る
）」
行
為
で
す
。

　
「
国
占
め
」
は
、
王
者
が
祭
礼
を
執
り

行
い
土
地
の
神
に
供
物
を
捧
げ
る
こ
と

で
、
霊
的
な
関
係
を
築
き
支
配
権
を
得
る

行
為
で
す
。

　

土
地
の
人
物
を
召
し
土
地
の
様
子
（
国

状
）
を
聞
く
こ
と
は
、
知
る
こ
と
に
つ
な

の
記
述
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
賀
古
郡
」

「
印い

な
み南

郡
」「
餝し

か
ま磨

郡
」「
揖い

い
ぼ保

郡
」と
続
き
、

次
に
欠
損
の
「
赤
穂
郡
」、次
に
「
讃さ

よ容
郡
」

「
宍し
そ
う禾
郡
」「
神か
ん
ざ
き前
郡
」「
託た

か賀
郡
」「
賀か

も毛
郡
」

「
美み
な
ぎ嚢

郡
」
の
順
で
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
郡
の
記
述
の
順
は
、
郡
の
重
要
度
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
古
代
の
山
陽
道
沿
い

に
中
央
に
最
も
近
い
明
石
郡
か
ら
時
計
回

り
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
西
地
域
が
属
す
る
の
は
賀
毛
郡
で
、

現
在
の
加
西
市
・
加
東
市
・
小
野
市
、
旧

の
加
西
・
加
東
郡
が
お
お
よ
そ
の
範
囲
で

す
。
現
存
す
る
『
播
磨
国
風
土
記
』
は
全

体
で
五
三
〇
行
あ
り
、
五
一
行
が
賀
毛
郡

の
記
述
で
す
。
十
郡
残
っ
て
い
る
う
ち
の

◇
風
土
記
の
呪
術
的
要
素

　

地
誌
で
あ
る
風
土
記
に
は
、
地
名
由
来

や
伝
承
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
事
の
起
源
を
知
る
こ
と
が
対
象
の
支
配

に
つ
な
が
る
と
い
う
考
え
方
が
、
古
代
の

人
々
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
土
地
や
集

◇
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
様
式

　

現
在
は
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、『
播
磨

国
風
土
記
』
に
も
前
文
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
編
纂
の
経
緯
や
完
成
し
た
年
が
記
述
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
文

に
続
い
て
、
同
じ
く
欠
損
の
「
明
石
郡
」
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『加西市史』による賀毛郡の里の比定

　
『
播
磨
国
風
土
記
』の「
賀
毛
郡
条
」は
、

賀
毛
の
郡
の
地
名
の
由
来
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。
こ
の
あ
と
に
続
い
て
一
二
の
里
に

つ
い
て
の
記
述
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
「
上か
み
が
も鴨
里
」「
下し
も
が
も鴨
里
」「
条す

ふ布
里
」

「
三み

え重
里
」「
楢な
ら
は
ら原

里
」「
起こ

せ勢
里
」「
山や
ま
だ田

里
」

「
端は
し
か鹿
里
」「
穂ほ
づ
み積
里
」「
雲う
る
み潤
里
」「
河こ
う
ち内
里
」

「
川か
わ
い合
里
」
の
順
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

里
と
い
う
行
政
単
位
は
、
郡
内
に
点
在

し
て
い
る
自
然
集
落
の
中
か
ら
、
機
械
的

に
五
〇
戸
集
め
て
里
と
し
て
い
る
た
め
、

現
代
の
よ
う
な
境
界
線
で
仕
切
ら
れ
た
面

的
な
領
域
で
は
は
あ
り
ま
せ
ん
。
郡
内
に

　『
播
磨
国
風
土
記
』
に
書
か
れ
た
古
代
の
賀
茂
郡

が
り
、
地
誌
編
さ
ん
と
同
様
に
支
配
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
す
る
言
葉
そ
の
も
の
に
も
大

き
な
力
「
言こ
と
だ
ま霊
」
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
の

宣
言
は
、
現
実
の
も
の
と
な
り
、
求
め
は

得
る
と
同
じ
意
味
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
人
を
超
越
し
た
力
と
折
り
合

い
、
古
代
の
人
々
は
生
き
て
い
ま
し
た
。

◇
昔
に
書
い
た
昔
話

　

こ
れ
か
ら
風
土
記
の
由
来
や
伝
承
を
味

わ
う
た
め
に
、
い
く
つ
か
注
意
し
て
お
く

点
が
あ
り
ま
す
。

○
奈
良
時
代
に
地
元
に
伝
わ
っ
て
い

る
伝
承
を
集
め
た
も
の
で
、
必
ず

し
も
事
実
で
は
な
い
が
、
当
時
の

人
々
の
歴
史
認
識
が
分
か
る
こ
と
。

○
古
老
や
語
り
部
に
よ
っ
て
語
り
継

が
れ
た
も
の
を
は
じ
め
て
文
字
で

記
録
し
た
め
、
理
解
し
や
す
い
よ

う
に
文
字
化
の
段
階
で
、
奈
良
時

代
の
規
範
や
通
念
に
沿
っ
て
、
細

か
い
点
が
調
整
さ
れ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
。

○
記
述
者
が
政
治
的
な
意
図
（
朝
廷

と
の
関
連
性
な
ど
）
を
組
み
込
ん

で
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

　

注
意
と
書
き
ま
し
た
が
、
記
述
の
裏
の

面
白
み
で
も
あ
り
ま
す
。

あ
る
点
を
、
近
く
に
あ
る
五
〇
個
の
点
を

ま
と
め
て
い
く
と
、
一
二
の
塊
が
で
き
た

と
考
え
た
ほ
う
が
分
か
り
易
い
で
し
ょ

う
。

　

し
か
し
、
機
械
的
に
五
〇
戸
ず
つ
集
め

て
里
を
作
っ
た
た
め
、
人
々
に
生
活
実
態

に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。『
播

磨
国
風
土
記
』
が
で
き
る
頃
に
「
里
」
は

廃
止
さ
れ
、自
然
村
を
基
準
に
し
た
「
郷
」

に
置
き
換
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
里
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
？

　

里
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究

が
な
さ
れ
て
い
て
諸
説
あ
り
ま
す
。
里
名

や
里
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
地
名
と
、
後

世
の
史
料
に
記
述
さ
れ
た
地
名
、
現
在
に

残
っ
て
い
る
地
名
を
比
較
検
討
す
る
こ
と

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

す
べ
て
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
な
成
果
は
挙

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
『
加
西
市
史
』
第
一
巻
で
は
、
里
の
お

お
よ
そ
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
上

図
参
照
）。
加
西
地
域
が
含
ま
れ
る
里
は
、

上
鴨
里
・
下
鴨
里
（
在
田
・
西
在
田
周
辺
）・

条
（
修
）
布
里
（
富
田
地
区
周
辺
）・
三

奈
良
時
代
の
有
力
者
が
分
か
る
『
大
智
度
論
』
写
経
事
業

　
賀
毛
郡
条
に
は
、
国
く
に
の
み
や
つ
こ造
黒く
ろ
だ
わ
け

田
別
や
国
造
許こ

ま麻
と
い
う
人
物
が
で
て
き
ま
す
。
か

つ
て
は
有
力
な
豪
族
層
が
地
域
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
力
つ
け
た
倭
王
権
は
、
こ

の
有
力
者
た
ち
を
「
国
造
」
に
任
命
し
、
彼
ら
を
通
し
て
地
方
の
支
配
を
行
う
よ
う

に
な
り
、
政
権
の
強
化
が
進
む
と
今
度
は
、
彼
ら
の
力
を
徐
々
に
削
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
奈
良
時
代
に
な
っ
て
も
、
生
き
残
っ
た
有
力
者
た
ち
が
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
に
賀
茂
郡
の
既き
た
で
ら

多
寺
で
行
わ
れ
た
写
経
事
業
か

ら
分
か
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は『
大だ
い
ち
ど
ろ
ん

智
度
論
』と
い
う
全
百
巻
に
及
ぶ
経
典
の
写
経
で
、

一
巻
ず
つ
の
末
尾
に
、
出
資
者
の
名
前
が
記
述
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
賀
毛

郡
内
に
い
た
氏
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
写
経
で
一
番
多
く
の
名
前
が
み
え
る
「
針は
り
ま間
国
造
氏
」
は
、
こ
の

写
経
事
業
の
大
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

風 土
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応
神
天
皇
と
賀
毛
郡

誉田御廟山古墳 ( 羽曳野市）

倭
の
五
王

　
五
世
紀
初
頭
か
ら
六
世
紀
初
頭
に
、
中
国
の
王
朝
に
朝
貢
し
て
「
倭
国
王
」
な
ど
に
冊さ
く
ふ
う封
さ
れ
た
倭
国
の
五
人
の
王
を
総
称
し

て
「
倭
の
五
王
」
と
呼
び
ま
す
。
各
国
の
正
史
に
は
順
に
「
讃
」「
珍ち
ん

」「
済せ
い

」「
興こ
う

」「
武ぶ

」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
五
王
が
、
ど
の
天
皇
に
該
当
す
る
か
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
最
初
の
「
讃
」
が
応
神
ま
た
は
次
代
仁に
ん
と
く徳

天
皇
、
最
後
の
「
武
」

が
雄
ゆ
う
り
ゃ
く略
天
皇
と
い
う
説
が
有
力
で
す
。
応
神
天
皇
（
讃
）、
雄
略
天
皇
（
武
）
を
除
く
と
、
残
り
は
三
王
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

間
に
天
皇
が
、
仁
徳
・

履り
ち
ゅ
う中

・
反は
ん
ぜ
い正

・
允い
ん
ぎ
ょ
う恭

・

安あ
ん
こ
う康

と
五
代
続
く
た
め
、

誰
が
三
王
に
該
当
す
る

の
か
、
古
代
史
の
謎
の

一
つ
で
す
。

応
神
天
皇

15

仁
徳
天
皇

16

履
中
天
皇

17反
正
天
皇

18允
恭
天
皇

19

安
康
天
皇

20雄
略
天
皇

21

清
寧
天
皇

22

武
烈
天
皇

25継
体
天
皇

26

顕
宗
天
皇

23

仁
賢
天
皇

24

市
辺
押
磐
皇
子

飯
豊
青
皇
女

皇
女

皇
女

（
四
代
）

風 土

　

賀
毛
郡
内
の
地
名
伝
承
に
最
も
登
場
す

る
人
物
が
品
ほ
む
だ
の
す
め
ら
み
こ
と

太
天
皇
で
す
。
一
般
的
に
は

応お
う
じ
ん神

天
皇
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

に
な
じ
み
の
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
八は
ち
ま
ん幡

神

社
の
祭
神
「
八
幡
さ
ん
」
が
応
神
天
皇
で

す
。
母
親
の
神じ
ん
ぐ
う功

皇
后
が
、
身
重
の
ま
ま

三
韓
征
伐
に
向
か
い
、
そ
の
帰
途
に
誕
生

し
た
と
の
伝
説
が
あ
り
、谷
町
に
あ
る「
乳

の
井
」
に
は
、
赤
子
の
応
神
天
皇
に
こ
の

井
戸
の
水
を
、
ハ
ト
が
母
乳
の
代
わ
り
に

運
ん
だ
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
応
神
天
皇
は
、
初
代
の
神じ
ん
む武

天
皇

か
ら
数
え
て
一
五
代
目
の
天
皇
で
す
が
、

実
在
性
が
濃
厚
な
最
古
の
天
皇
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
羽
曳
野
市
の
誉こ
ん
だ
ご
び
ょ
う
や
ま
こ
ふ
ん

田
御
廟
山
古
墳

◇
め
で
た
い
賀
毛
郡

　

賀
毛
郡
の
地
名
由
来
に
は
、
つ
が
い
の

鴨
が
卵
を
生
ん
だ
こ
と
に
因
ん
だ
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
だ
け
読
む
と
伝
承
と
し
て
は

味
気
無
く
見
え
ま
す
が
、
鴨
の
よ
う
な
毎

年
同
じ
時
期
に
飛
来
す
る
渡
り
鳥
は
、
周

期
を
告
げ
る
鳥
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
て
い

ま
し
た
。飛
来
し
た
渡
り
鳥
が
飛
び
去
り
、

ま
た
飛
来
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
は
、
生

命
再
生
の
象
徴
の
一
つ
と
し
て
み
な
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
稲
の
収
穫
期
前
後
か
ら
飛
来
す

る
鴨
は
、
豊
ほ
う
じ
ょ
う穣
を
占
う
使
者
で
も
あ
っ
た

重
里
（
北
条
か
ら
下
里
川
流
域
）・
河
内

里
（
日
吉
地
区
周
辺
）・
雲
潤
里
（
宇
仁

地
区
周
辺
と
加
東
市
の
一
部
）・
楢
原
里

（
富
合
・
九
会
地
区
周
辺
と
小
野
市
の
来

住
地
区
周
辺
）・
川
合
里
（
小
野
市
の
河

合
地
区
と
富
合
・
九
会
の
一
部
）
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
伝
応
神
天
皇
陵
）
が
、応
神
天
皇
を
葬
っ

た
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
古
墳
は
五

世
紀
初
頭
に
築
造
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
被
葬
者
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭

の
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
宋
王
朝
の
正
史
『
宋
書
』

の
永え

い
し
ょ初
二
年
（
四
二
一
）
に
あ
る
倭わ

王

「
讃さ
ん

」
に
該
当
す
る
の
が
応
神
天
皇
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
風
土
記
』
が
作
ら
れ
た
奈
良
時
代
初

め
か
ら
見
れ
ば
、
約
三
〇
〇
年
前
の
人
物

と
い
え
ま
す
。

　

賀
毛
郡
と
応
神
天
皇
の
間
に
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

国
土
画
像
情
報
（
カ
ラ
ー
空
中
写
真
）

 

国
土
交
通
省
よ
り
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神
霊
が
土
地
の
支
配
を
認
め
た
と
解
釈
さ

れ
、
こ
こ
で
は
応
神
天
皇
に
よ
る
鴨
里
支

配
の
正
当
性
を
示
し
て
い
る
と
読
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
伝
承
に
登
場
す
る
地
名
に
、鴨
坂
・

鴨
谷
・
煮
坂
が
あ
り
ま
す
。
鴨
が
飛
び
越

え
た
山
が
鴨
坂
で
、
鴨
が
力
尽
き
た
場
所

が
鴨
谷
、
羹
を
煮
た
場
所
が
煮
坂
。
そ
れ

ぞ
れ
古
坂
峠
（
北
条
町
古
坂
～
鴨
谷
町
）

鴨
谷
町
、
二
ヶ
坂
（
河
内
町
）
が
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
神
聖
な
る
井
戸

　

修
布
里
の
地
名
由
来
は
、
こ
の
地
に
あ

る
井
戸
に
水
を
汲く

み
に
来
た
女
性
が
吸
い

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
と
な
っ
て
い
ま

要
所
だ
っ
た
二
ケ
坂

　
賀
毛
郡
条
で
は
二
ヶ
坂
を
鴨
の
羹
を
煮
た
場
所
と
し
て
い
ま
す
が
、
坂
の
先
に
あ

る
託た

か賀
郡
条
の
法
太
里
に
も
二
ヶ
坂
に
関
す
る
別
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

建た
け
い
わ
の
み
こ
と

石
命
が
御
み
か
が
ふ
り冠
を
置
き
讃さ
ぬ
き
ひ
こ

伎
日
子
の
侵
入
を
防
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
道

切
り
」
の
呪
ま
じ
な
い
を
行
う
こ
と
で
、
郡
の
境
界
を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
鴨
谷
に
落
ち
た
鴨
を
郡
境
ま
で
運
び
羹
を
煮
る
と
い
う
行
為
も
、
境
界
を

明
確
化
す
る
呪
術
と
い
え
ま
す
。
鴨
（
鴨
里
の
霊
的
支
配
）
を
得
た
応
神
天
皇
が
足

を
進
め
、
羹
を
神
に
捧
げ
共
食
す
る
こ
と
で
、
里
の
境
界
を
神
と
確
認
し
た
の
で
す
。

　
二
つ
の
伝
承
か
ら
、
二
ヶ
坂
を
越
え
る
ル
ー
ト
が
古
代
か
ら
続
く
道
で

あ
り
、
二
ヶ
坂
が
賀
毛
郡
・
託
賀
郡
双
方
に
記
述
さ
れ
る
程
、
重
要
な
場

所
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

風 土

二ヶ坂　手前：賀毛郡　奥：託賀郡

の
で
し
ょ
う
。
鴨
は
越
冬
の
た
め
飛
来
す

る
の
で
、
こ
の
地
で
は
繁
殖
を
行
い
ま
せ

ん
。

　

そ
の
た
め
、
鴨
が
こ
の
地
で
生
命
を
生

み
出
し
た
こ
と
は
、
め
で
た
い
出
来
事
つ

ま
り
瑞
ず
い
ち
ょ
う兆

で
し
た
。

◇
一
矢
二
鴨
伝
承

　

賀
毛
郡
へ
巡
幸
し
た
応
神
天
応
は
、
修

布
の
井
の
脇
の
木
に
止
ま
っ
た
鴨
を
見
て

「
何
の
鳥
ぞ
」
と
従
者
に
質
問
し
ま
す
。

従
者
の
品ほ
む
ち
べ

遅
部
の
君
き
み
の
さ
き
た
ま

前
玉
は
「
川
に
住
む

鴨
な
り
」
と
返
答
し
ま
す
。

　

こ
の
や
り
取
り
だ
け
見
る
と
、
応
神
天

皇
は
鴨
を
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
み
え
ま

す
が
、
鴨
に
似
た
水
鳥
が
木
に
止
ま
っ
て

い
る
の
で
不
思
議
に
思
い
「（
鴨
に
似
て

い
る
鳥
が
木
に
止
ま
っ
て
い
る
が
）
何
と

い
う
鳥
だ
」
と
質
問
を
発
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
答
え
が
普
通
の
鴨
だ
っ
た
の
で
、

す
ぐ
さ
ま
「
射
よ
」
と
命
じ
ま
す
。
通
常

は
木
に
止
ま
ら
な
い
鴨
が
木
に
止
ま
っ
て

い
る
現
象
を
、
瑞
兆
（
聖
鳥
）
と
捉
え
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
瑞
兆
は
続
き
、
従
者
の
放
っ
た

一
本
の
矢
は
、
偶
然
に
も
二
羽
に
当
た
り

ま
す
。
矢
を
受
け
た
鴨
は
飛
ん
で
逃
げ
よ

う
と
し
ま
す
が
、
途
中
で
力
尽
き
ま
す
。

捕
え
た
鴨
は
羹
あ
つ
も
の（
汁
物
や
煮
込
み
料
理
）

に
調
理
さ
れ
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
神
獣
や
瑞
兆
を
射
た
り
食

べ
よ
う
と
す
る
の
は
、
す
こ
し
奇
異
に
感

じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
鴨
を
秋

の
豊
穣
祭
に
供
え
る
た
め
、
毎
年
決
ま
っ

た
時
期
に
神
事
と
し
て
鴨
猟
が
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

神
に
捧
げ
ら
れ
た
鴨
は
、
そ
の
後
で
人

が
食
べ
ま
す
。
神
聖
な
動
物
を
神
と
共
に

食
べ
る
こ
と
で
、
そ
の
霊
力
を
体
内
に
取

り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

視
点
を
変
え
る
と
、「
一
矢
二
鴨
」
の

伝
承
そ
の
も
の
が
、
応
神
天
皇
期
に
上
下

の
鴨
里
が
勢
力
下
に
な
っ
た
こ
と
を
、
鴨

の
瑞
兆
と
し
て
伝
承
化
し
た
の
か
も
し
れ

越冬する鴨（小野市：鴨池）

ま
せ
ん
。

　

偉
人
（
応
神
天
皇
）
の
前
に
土
地
を
連

想
で
き
る
瑞
兆（
木
に
止
ま
る
二
羽
の
鴨
）

が
現
れ
、
こ
れ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
、

写真提供 小野市
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す
。
そ
の
井
戸
が
「
す
ふ
井
」
と
呼
ば
れ
、

そ
れ
が
里
名
の
修
布
里
と
な
っ
た
と
あ
り

ま
す
。

　

現
代
で
も
井
戸
神
を
祀
る
と
こ
ろ
が
あ

る
よ
う
に
、
古
来
よ
り
飲
料
に
適
し
た
水

を
安
定
し
て
供
給
し
て
く
れ
る
井
戸
は
、

神
が
宿
る
神
聖
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

鴨
里
の
伝
承
で
登
場
し
た
二
羽
の
鴨

は
、
こ
の
修
布
井
の
脇
に
生
え
た
木
に
止

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
神
聖
な
鴨
が
止
ま
る

脇
の
井
戸
で
す
か
ら
、
女
性
が
吸
い
込
ま

れ
た
と
い
う
事
件
も
、
私
た
ち
が
感
じ
る

異
界
へ
通
じ
る
井
戸

　
平
安
時
代
の
貴
族
小お
の
の
た
か
む
ら

野
篁
は
、
福
生
寺
（
嵯
峨
）
と
六
道
珍
皇
寺
（
東
山
）
の
井

戸
か
ら
毎
夜
、
地
獄
に
通
い
閻
魔
大
王
の
審
判
の
補
佐
を
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

井
戸
は
空
間
と
空
間
を
結
ぶ
通
路
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
加
西
市
内
に
む
空
間
を
結
ぶ
井
戸
が
あ
り
ま
す
。

　
む
か
し
、
大
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

汝
命
と
少
す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命
が
、
国
つ
く
り
の
た

め
に
播
磨
国
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
る
時
、
少
彦
名

命
は
紀
伊
国
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
人

の
神
様
は
別
れ
を
惜
し
み
、
少
彦
名
命
は
、「
元
気
に
暮

ら
し
て
い
る
証
拠
に
、
熊
野
の
浦
か
ら
、
毎
日
こ
こ
へ

潮
水
を
送
り
ま
し
ょ
う
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

　
こ
の
潮
水
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
の
が
鎮

岩
町
に
あ
る
「
潮
の
井
」、
通
称
「
ブ
ツ
ブ
ツ
さ
ん
」
で
す
。
今
で
も
ブ

ツ
ブ
ツ
と
水
が
湧
き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

風 土

修布の井戸 ( 吸谷町）

出
る
井
戸
で
す
。

　

修
布
と
い
う
地
名
は
、
中
世
に
須す
と
み富
荘

と
い
う
荘
園
名
で
再
登
場
し
ま
す
。

◇
白
鹿
の
舌

　

修
布
里
の
伝
承
に
も
応
神
天
皇
が
登
場

し
ま
す
。
今
度
は
修
布
里
に
狩
り
に
や
っ

て
き
ま
す
、
狩
り
を
し
て
い
る
と
山
中
で

舌
を
噛
ん
だ
白
鹿
と
遭
遇
し
た
の
で
、
こ

の
山
を
鹿か
く
い
や
ま

咋
山
と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
と
同

じ
よ
う
な
伝
承
が
「
宍し
そ
う禾

郡
条
」
に
も
あ

り
ま
す
。
伊い

わ和
大
神
が
国
づ
く
り
を
終
え

国
境
を
定
め
る
た
め
巡
幸
し
て
い
る
と
、

舌
を
出
し
た
大
き
な
鹿
と
遭
遇
し
ま
す
。

　

王
者
の
異
邦
で
の
狩
り
も
、
そ
の
地
の

支
配
を
固
め
る
と
い
う
意
味
を
持
ち
ま

す
。
狩
猟
は
安
定
支
配
が
無
い
と
実
行
で

き
ま
せ
ん
。
現
地
人
を
勢せ

こ子
（
動
物
を
追

い
立
て
る
役
）と
し
て
動
員
す
る
こ
と
で
、

人
的
支
配
も
確
立
し
ま
す
。
こ
の
狩
場
に

霊
的
諸
相
を
持
っ
た
鹿
が
現
れ
ま
す
。

　

白
い
鹿
も
大
き
な
鹿
の
出
現
も
、
神
霊

か
ら
王
者
へ
の
、
土
地
支
配
の
追
認
と
考

え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。舌
は
食
を
表
わ
し
、

支
配
者
へ
実
り
を
捧
げ
る
と
い
う
意
味
で

し
ょ
う
か
。

　

鹿
咋
山
は
女
鹿
山
（
北
条
町
黒
駒
・
女

鹿
山
自
治
区
・
西
上
野
町
）
に
該
当
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
鹿
山
に
は
山

頂
に
前
方
後
円
墳
、
山
中
に
群
集
墳
が
造

営
さ
れ
、
地
域
有
力
者
の
墓
域
＝
聖
地
に

ほ
ど
不
吉
な
象
徴
で
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
井
戸
を
異
界
へ
通
じ
る
入
口
と

考
え
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
吸
い
込
ま
れ

た
女
性
も
異
界
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
の
井
戸
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
に
は
伝
承
に
な
り

そ
う
な
古
井
戸
が
、
奈
良
時
代
に
も
残
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
吸
谷
町
に
は
「
修
布
の
井
戸
」

と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
ほ

ど
深
く
あ
り
ま
せ
ん
が
滾こ
ん
こ
ん々

と
水
が
湧
き

女鹿山
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霊
山
と
古
墳
群

　
神
聖
視
さ
れ
た
糠
塚
山
に
は
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
山
の
奥
に
あ
た
る
南
西
部
一
帯
の
山
中
に
も
多
く

の
古
墳
群
が
存
在
し
ま
す
。
同
様
に
飯
盛
山
頂
に
も
古

墳
が
あ
り
、
こ
の
山
塊
と
亀
ノ
倉
池
を
挟
ん
だ
南
の
山

塊
に
も
古
墳
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
区
域
が

地
域
有
力
者
が
眠
る
霊
域
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
白
鹿
が
現
れ
た
鹿
咋
山
（
女
鹿
山
古

墳
）
も
含
め
、
賀
毛
郡
条
の
霊
山
に
は
群

集
墳
が
存
在
し
ま
す
。
古
墳
の
被
葬
者
た

ち
が
、
土
地
の
神
霊
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

風 土

粳岡に比定される糠塚山（網引町）

べ
る
ご
飯
を
盛
っ
た
こ
と
に
よ
り
名
づ
け

た
と
あ
り
ま
す
。

　

粳
岡
・
飯
盛
と
い
う
お
米
に
関
す
る
地

名
は
、
神
前
郡
条
の
粳
岡
、
揖
保
郡
条
の

飯
盛
山
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
糠

が
う
ず
高
く
岡
の
よ
う
に
な
る
の
も
、
飯

（
ご
は
ん
）
を
高
く
盛
る
こ
と
が
で
き
る

の
も
、多
く
の
米
が
収
穫
で
き
た
か
ら
で
、

◇
大
汝
命
と
二
つ
の
霊
山

　

大
汝
命
と
い
う
神
様
の
名
前
は
、
あ
ま

り
馴
染
み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
別
名
を

大お
お
く
に
ぬ
し

国
主
命
と
い
い
島
根
県
の
出
雲
大
社
の

神
様
で
す
。

　

そ
の
昔
、
大
汝
命
が
下
鴨
里
で
米
を
つ

い
た
と
き
、
そ
の
糠ぬ
か

が
は
る
か
楢
原
里
に

ま
で
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
米
を
碓う
す

で
つ
い
た
所
が
「
碓
居
谷
」、
箕み

を
置
い

た
場
所
が
「
箕
谷
」、
酒
屋
（
酒
を
供
え

る
祭
壇
）
を
作
っ
た
場
所
を
「
酒
屋
谷
」、

糠
が
い
き
つ
い
た
先
が
「
粳ぬ
か
お
か岡
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。
碓
居
谷
・
箕
谷
・
酒
屋
谷
の
正

確
な
場
所
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
粳
岡
は

南
網
引
町
の
糠
塚
山
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

粳
岡
と
同
じ
楢
原
里
に
あ
る

「
飯い
い
も
り
だ
け

盛
嵩
」
は
、県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
前
に
あ
る
飯
盛
山
が
該
当
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
山
で
大
汝
命
が
食

い
ず
れ
も
豊
穣
の
証
し
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
山
の
形
を
こ
れ
ら
に
見
立
て
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
円
錐
形
で

遠
く
か
ら
で
も
目
立
つ
こ
う
し
た
山
を
神

聖
視
し
、
豊
穣
を
感
謝
す
る
祭
祀
を
行
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
原
生
林
が
由
来
？

　

こ
の
楢
原
里
は
、
柞な
ら

が
生
え
て
い
た
か

ら
楢
原
と
呼
ん
だ
と
あ
り
ま
す
。
柞
は
ブ

ナ
や
カ
シ
の
総
称
で
、「
ド
ン
グ
リ
」
の

な
る
種
類
が
多
い
の
樹
木
で
す
。
地
名
に

な
る
く
ら
い
で
す
か
ら
、
ブ
ナ
や
カ
シ
が

生
い
茂
る
、
か
な
り
大
き
な
原
生
林
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
農
耕
と
神
々

な
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
は
、
弥
生
時
代
の
銅ど
う
た
く鐸
に
水
辺
の
動

物
と
し
て
描
か
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
鹿
と

水
を
関
連
付
け
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
り

飯盛嵩に比定される飯盛山（豊倉町）

ま
す
。
こ
の
説
に
従
う
な
ら
、
地
名
由
来

が
水
と
関
係
す
る
修
布
里
の
神
獣
と
し

て
、
霊
山
で
白
鹿
と
遭
遇
す
る
こ
と
と
も

結
び
つ
い
て
き
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
ド
ン
グ
リ
も
食
料
と
し
て

採
取
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
原
生
林
で
す
か

ら
、
ほ
か
に
も
実
の
な
る
木
や
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
な

ど
の
芋
類
、
葉
物
、
動
物
な
ど
食
料
の
供

給
源
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
ナ
ラ
に
関
連
す
る
よ
う
な
地
名

は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
し
大
き
な
原
生

林
が
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
す
る
な

ら
、旧
地
形
か
ら
考
え
る
と
鶉
野
台
地（
開

拓
は
江
戸
時
代
）
が
楢
原
里
の
中
で
最
も

大
き
な
原
生
林
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

◇
治
水
に
飽
き
た
神

　

雲
潤
里
の
名
は
、
飽
き
た
と
い
う
意
味

の
「
倦う

ん
だ
」
か
ら
き
て
い
る
と
い
い
ま
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す
。

　

あ
る
と
き
丹に

つ

ひ

こ

津
日
子
神
が
法ほ
う
た太
川
の
流

れ
を
雲
潤
の
方
へ
別
け
よ
う
と
、
雲
潤
の

太お
お
み
ず水

の
神
に
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
鹿
や

猪
の
血
で
耕
作
す
る
の
で
川
の
水
は
不
要

と
太
水
神
は
断
り
ま
す
。
こ
れ
を
聞
い
た

丹
津
日
子
神
が
「
川
を
掘
る
の
に
倦
み
て

こ
う
言
っ
て
い
る
だ
け
だ
」と
述
べ
ま
す
。

　

こ
の
「
倦
み
」
が
「
雲う

み弥
」
と
な
っ

て
、
転
じ
て
雲
潤
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承

で
す
。
こ
の
雲
潤
が
現
在
の
宇
仁
へ
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
法

太
川
は
西
脇
市
を
流
れ
る
野
間
川
で
し
ょ

う
。

　

獣
の
血
を
水
の
代
わ
り
に
し
て
耕
作
す

る
と
い
う
の
は
、
田
に
霊
力
を
与
え
る
呪

術
的
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
讃さ

よ
う容

郡
の
地
名
由
来
で
も
生
き
た
鹿
の
血
で

苗な
わ
し
ろ代
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伝
承
の
特
徴
は
、
と
う
て
い
実
現

不
可
能
な
灌か
ん
が
い漑

の
話
を
持
ち
出
し
て
ま

で
、
郡
外
の
法
太
里
と
の
関
係
性
を
描
こ

う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
芳
田
地
域
は

加
西
郡
に
帰
属
し
た
時
代
も
あ
り
、
古
代

に
も
こ
う
し
た
帰
属
の
揺
ら
ぎ
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
河
内
の
里
に
海
神

　

河
内
町
周
辺
が
比
定
地
と
さ
れ
て
い
る

河
内
里
に
は
、
住
す
み
よ
し
の
お
お
か
み

吉
大
神
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
住
吉
大
神
は
住
吉
大
社
（
大
阪
市
）

が
総
本
社
で
す
。
古
代
の
住
吉
神
は
国
家

的
な
航
海
の
守
護
神
で
、
海
外
遠
征
や
航

海
安
全
を
は
か
る
神
で
し
た
。

　

そ
の
住
吉
大
神
が
従
神
と
と
も
に
村
に

現
れ
ま
す
。
大
神
が
食
事
を
と
ろ
う
と
す

る
と
、
従
神
が
村
人
が
刈
り
集
め
た
草
を

散
ら
し
、
大
神
の
敷
物
に
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
草
は
苗
代
を
作
る
た
め
に
集
め

た
も
の
だ
っ
た
の
で
、
困
っ
た
草
主
は
大

神
に
そ
の
旨
を
訴
え
ま
す
。
す
る
と
大
神

が
「
汝
の
田
は
草
を
敷
か
な
く
て
も
苗
が

生
育
す
る
」
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
以
降
、

こ
の
村
で
は
草
を
敷
か
な
く
て
も
苗
代
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
伝
承
の
中
で
は
海
神
の
住
吉
大
神

が
、
農
耕
神
の
顔
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
一
人(

汝
）
が
受
け
た
祝
福
が
村
全

体
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
草
主
は
村

の
主
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

民
俗
学
の
一
説
に
、
大
神
級
が
従
神
を

つ
れ
て
新
し
い
土
地
へ
移
動
す
る
場
合
、

そ
の
神
を
信
仰
し
た
り
象
徴
す
る
民
族
や

集
団
の
移
動
と
と
ら
え
る
見
方
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
も
と
に
す
れ
ば
、
河
内
里
に

住
吉
神
を
信
仰
す
る
集
団
が
移
動
し
て
き

て
、
彼
等
に
よ
り
新
し
い
農
業
技
術
が
河

内
里
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
読
め
ま
す
。

　

な
ぜ
海
神
の
伝
承
が
内
陸
部
あ
る
の

か
、
こ
れ
は
賀
毛
郡
の
山
林
が
住
吉
大
社

の
杣そ

ま
や
ま山

と
し
て
あ
て
が
わ
れ
た
こ
と
に
起

因
し
ま
す
。
杣
山
と
は
神
社
や
寺
院
の
建

築
部
材
を
確
保
す
る
た
め
の
山
林
で
す

が
、
住
吉
大
社
の
杣
は
国
家
の
造
船
に
利

用
さ
れ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
杣
山
を
管
理
し
た
氏
族
を

手前が野間川（法太川）、山の向こうが雲潤里

椅
鹿
山
の
杣
山

『
住
吉
大
社
神
代
記
』
に
よ
る
と
、
賀
毛
郡
の
椅は
し
か鹿
山(

加
東
市
）
に
約
十
万
㌶
の

住
吉
大
社
杣
山
が
あ
り
ま
す
。
椅
鹿
山
は
、「
端
鹿
里
」
と
し
て
『
播
磨
国
風
土
記
』

に
も
記
述
が
あ
り
ま
す
。
記
述
の
文
末
に
は
伝
承
の
結
果
と
し
て
「
山
の
木
に
菓こ
の
み子

な
し
。
真ま

き木
・
柂ひ
の
き
・
枌す
ぎ

生お

う
」
と
あ
り
ま
す
。
椅
鹿
の
山
が
、
建
材
・
造
船
用
に
植

え
ら
れ
た
、
人
工
の
針
葉
樹
林
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
伐
採
さ
れ
た
材
木
は

東
条
川
か
ら
荷
出
し
さ
れ
、
加
古
川
を
下
り
海
辺
へ
運
ば
れ
ま
す
。

　
椅
鹿
の
杣
山
を
管
理
し
て
い
た
の
は
船
ふ
な
き
の
む
ら
じ

木
連
が
率
い
る
船
木
氏
で
、
そ

の
名
は
東
条
川
沿
い
に
あ
る
小
野
市
船
木
町
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

風 土

住吉大社第一本宮（大阪市）
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古
墳
の
年
代
、
根
日
女
の
時
代

◇
玉
野
村
と
玉
丘
の
伝
承

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
記
述
で
、
私
た

ち
に
最
も
な
じ
み
が
深
い
の
が
、
玉
野
村

と
玉
丘
に
関
す
る
地
名
由
来
で
し
ょ
う
。

「
根ね

ひ

め
日
女
伝
承
」
と
し
て
市
内
で
も
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
玉
野
村
は
現
在
の
玉

野
町
、玉
丘
は
玉
丘
古
墳
（
玉
丘
町
）
で
、

ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
後
に
天
皇
と
な
る
二

人
の
皇
子
、
意を

け奚
（
顕け
ん
ぞ
う宗

天
皇
）・
袁お

け奚

（
仁に
ん
け
ん賢

天
皇
）
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て

は
「
美
嚢
郡
条
」
の
「
志し
じ
み深
里
」
の
伝
承

と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』

に
も
、
二
皇
子
が
即
位
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。大
筋
は
、

従
兄
弟
で
あ
る
雄
略
天
皇
に
よ
り
謀
殺
さ

玉丘古墳（玉丘町）

「
山や
ま
べ部
」
と
い
い
、
山
に
関
す
る
複
数
の

職
能
集
団
が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

賀
毛
郡
で
は
山
林
の
管
理
に
長
じ
た
集
団

が
活
動
し
、
住
吉
神
社
の
あ
る
場
所
が
、

彼
ら
の
活
動
範
囲
（
つ
ま
り
住
吉
大
社
の

杣
山
）
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

河
内
里
の
伝
承
は
、
住
吉
大
社
の
杣
山

が
河
内
里
ま
で
拡
大
し
、
山
部
の
集
団
が

移
動
し
て
き
た
こ
と
が
伝
承
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
部
を
統
括
し
て
い
た
の
が

「
山
や
ま
の
あ
た
い直
氏
」
で
す
。
山
直
氏
も
当
然
な
が

ら
力
を
持
ち
『
大だ
い
ち
ど
ろ
ん

智
度
論
』
の
写
経
事
業

に
も
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

◇
北
条
住
吉
神
社
の
謎
が
解
け
る

　

海
神
で
あ
り
な
が
ら
河
内
里
で
は
農
耕

神
と
し
て
登
場
す
る
住
吉
大
神
。
一
方
、

住
吉
大
神
と
と
も
に
移
動
し
て
き
た
の

は
、杣
山
を
管
理
す
る
山
部
の
一
族
で
す
。

彼
ら
が
信
仰
す
る
神
で
す
か
ら
、
住
吉
大

神
は
や
は
り
山
神
と
し
て
の
性
格
を
持
っ

て
い
た
（
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
）
と
も
い

え
ま
す
。

　

こ
の
住
吉
大
神
の
山
神
的
性
格
が
見
え

る
の
が
、
北
条
住
吉
神
社
の
由
緒
で
す
。

北
条
住
吉
神
社
は
、
平
安
時
代
前
期
に
書

か
れ
た
と
さ
れ
る
『
住
吉
大
社
神
代
記
』

に
記
述
さ
れ
て
い
る
、「
播
磨
国
賀
茂
、

住
吉
酒
見
社
」
に
該
当
す
る
神
社
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

由
緒
で
は
、
河
内
の
鎌
倉
山
に
従
属
神

を
従
え
降
臨
し
た
住
吉
大
神
が
、
三
重
北

条
へ
移
動
し
、己
の
力
を
見
せ
る
た
め
に
、

田
植
え
の
完
了
し
た
水
田
を
、
一
夜
の
う

ち
に
森
林
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
さ

に
山
神
の
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
由
緒
自
体
は
、
中
世
期
に
整
備
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
由
緒
の
中

で
北
条
住
吉
神
社
の
住
吉
神
大
神
が
、
な

ぜ
距
離
の
離
れ
た
河
内
の
鎌
倉
山
に
降
臨

し
た
の
か
。
河
内
里
の
伝
承
を
介
す
る
こ

と
で
、
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
神
社
の
由
緒
が
、『
播
磨
国
風

土
記
』
の
記
述
を
意
識
し
て
整
備
さ
れ
た

可
能
性
で
す
。
河
内
里
伝
承
で
河
内
里
に

や
っ
て
来
て
力
を
見
せ
た
住
吉
大
神
の
次

の
移
動
先
と
し
て
、
三
重
北
条
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
連
結
に
よ
り
『
播
磨

国
風
土
記
』
を
、
住
吉
神
社
の
由
緒
の
根

北条住吉神社本殿

拠
史
料
に
と
考
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
が
歴
史
の
闇
か
ら

戻
っ
て
き
た
こ
と
で
、
北
条
の
住
吉
神

が
、
な
ぜ
遠
い
鎌
倉
山
に
降
臨
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

れ
た
市い
ち
の
へ
の
お
し
は
の
み
こ

辺
押
磐
皇
子
の
皇
子
意
奚
・
袁
奚

が
、
難
を
逃
れ
る
た
め
播
磨
国
美
嚢
郡
志

深
里
に
落
ち
延
び
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計

ら
い
素
性
を
明
か
し
、
再
起
を
図
り
、
や

が
て
皇
位
に
就
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　
『
古
事
記
』と『
日
本
書
紀
』の
中
で
は
、

根
日
女
や
玉
丘
に
関
す
る
記
述
が
な
い
た
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玉丘古墳長持形石棺復元図

が
敷
か
れ
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

築
造
時
期
は
、
古
墳
時
代
中
期
初
頭
の

四
世
紀
末
で
、
残
念
な
が
ら
根
日
女
伝
承

の
舞
台
と
な
る
、
顕
宗
・
仁
賢
天
皇
の
即

位
時
期
と
考
え
ら
れ
る
六
世
紀
前
中
期
と

は
、
一
五
〇
年
ほ
ど
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　

被
葬
者
は
、
墳
形
（
前
方
後
円
墳
）
や

葬
ら
れ
た
石
棺
（
長
持
型
石
棺
）
か
ら
、

四
世
紀
末
に
活
躍
し
た
中
央
政
権
と
関
係

が
深
い
地
方
豪
族
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

玉
丘
古
墳
の
造
営
と
『
風
土
記
』
の
時

代
は
、三
〇
〇
年
強
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

根
日
女
伝
承
は
、玉
丘
古
墳
の
造
営
と『
風

土
記
』
の
間
に
位
置
し
ま
す
。

◇
語
り
部
が
つ
む
ぐ
玉
丘
伝
承

　

古
墳
は
墓
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
被
葬

者
の
権
勢
を
後
世
に
示
す
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。
前
方
後
円
墳
に
葬
ら
れ
る
ほ
ど
の

実
力
者
で
す
か
ら
、
被
葬
者
の
情
報
が
語

り
部
や
伝
承
な
ど
、
人
々
の
口
を
介
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
た
（
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を

本
人
も
望
ん
で
い
た
）
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
南
北
を
山
に
挟
ま
れ
た
渓
谷

に
前
方
後
円
墳
二
基
（
玉
丘
古
墳
・
小
山

古
墳
）
を
含
む
多
数
の
古
墳
が
存
在
す
る

風
景
は
、
伝
承
を
残
す
に
十
分
す
ぎ
る
素

め
、
根
日
女
伝
承
に
つ
い
て
は
、
二
皇
子

伝
承
の
外
伝
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
賀
毛
郡

の
み
で
伝
わ
っ
た
独
自
の
伝
承
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

◇
遺
跡
と
し
て
の
玉
丘
古
墳

　

玉
丘
古
墳
は
全
長
一
〇
九
ｍ
の
前
方
後

円
墳
で
、
県
下
で
六
番
目
の
規
模
を
誇
り

ま
す
。
明
治
時
代
に
盗
掘
を
受
け
、
刀
剣

や
玉
類
が
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。
盗
掘
坑
の
底

に
は
、
長
持
形
石
棺
の
一
部
が
残
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、

墓ぼ
こ
う壙
（
墳
丘
に
掘
ら
れ
た
埋
葬
の
た
め
の

墓
穴
）
の
底
に
は
、
石せ
き
え
い英

質
の
白
石
の
礫れ
き

材
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

も
し
、
玉
丘
古
墳
の
墓
壙
の
底
に
敷
か

れ
て
い
た
白
石
が
、
伝
承
の
「
玉
を
も
ち

て
墓
を
飾
る
」
に
発
展
し
た
と
す
る
な
ら

ば
、
墓
壙
底
の
状
態
は
四
世
紀
末
の
造
営

時
に
し
か
知
り
え
な
い
情
報
で
あ
り
、
被

葬
者
の
情
報
が
奈
良
時
代
ま
で
地
元
で
語

り
継
が
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
伝
承
が
自
然
発
生
的
に
、
六
世
紀

中
頃
の
二
皇
子
と
結
び
つ
く
と
す
れ
ば
、

皇
子
の
事
績
が
伝
承
化
（
過
去
の
話
と
し

て
伝
え
ら
れ
る
）
し
た
後
の
こ
と
で
、
少

な
く
と
も
五
十
年
は
必
要
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
な
る
と
、
根
日
女
伝
承
は
、
最
も

早
い
年
代
で
は
、
七
世
紀
初
頭
の
飛
鳥
時

代
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
針
間
鴨
国
造
の
報
告

　

報
告
を
書
き
上
げ
る
に
は
、
各
郡
司
や

里
長
か
ら
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
の
郡
司
や
里
長
は
、
現
地
の

有
力
者
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

賀
毛
郡
の
豪
族
（
お
そ
ら
く
針
間
鴨
国

造
の
一
人
）
が
、
根
日
女
と
結
び
つ
い
た

図提供 加古川市

古
墳
の
あ
る
風
景

　
玉
丘
古
墳
も
造
営
当
時
は
、
葺ふ
き
い
し石
で
飾
ら
れ

円え
ん
と
う
は
に
わ

筒
埴
輪
が
廻め
ぐ

っ
て
い
る
の
で
、
復
元
整
備
さ
れ

た
五ご
し
き
づ
か

色
塚
古
墳
（
神
戸
市
）
に
近
い
見
え
方
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
三
〇
〇
年
を
経
る

と
樹
木
が
生
え
、
現
在
に
近
い
見
え
方
を
し
て
い

て
、
本
当
に
玉
で
飾
っ
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い

状
態
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
方
、
古
墳
群
と
し
て
は
、
現
在
は
失
わ
れ
見

る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
古
墳
が
多
数
あ
り
ま

し
た
。
も
う
一
基
の
前
方
後
円
墳
で
あ

る
小
山
古
墳
や
円
墳
・
方
墳
、
完
全
な
形
の
マ
ン
ジ
ュ
ウ
古
墳
や
笹
塚
古

墳
な
ど
、
私
た
ち
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
壮
観
な
古
墳
群
の
風
景

が
広
が
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

風 土

葺石を復元した五色塚古墳（神戸市）
写真提供 神戸市
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古法華石仏（国重文）

伝
承
を
報
告
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
古
墳

に
伝
わ
る
伝
承
を
中
央
と
の
つ
な
が
り
を

示
す
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
二

皇
子
の
伝
承
（
志
深
里
の
伝
承
）
に
仮か
た
く託

し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
古
墳
造
営
と
同
時
代
性
を

◇
風
土
記
と
古
代
仏
教

　

播
磨
は
仏
教
導
入
に
関
わ
り
を
持
つ

吉き

び備
氏
や
蘇そ

が我
氏
、
上じ
ょ
う
ぐ
う
お
う
け

宮
王
家
（
厩う
ま
や
ど戸
皇

子
）
と
の
関
係
が
深
く
、
仏
教
文
化
が
深

く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　

加
西
で
は
、
白
鳳
時
代
（
七
世
紀
後
半

～
八
世
紀
初
頭
）
に
製
作
さ
れ
、
日
本
最

古
級
と
言
わ
れ
る
三
基
の
石
仏
の
う
ち
二

基
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
重
要

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
、
古
法

華
寺
の
浮う
き
ぼ
り
さ
ん
ぞ
ん
ぶ
つ
が
ん

彫
三
尊
仏
龕
（
古
法
華
石
仏
）

持
ち
、
賀
毛
郡
条
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

た
応
神
天
皇
で
は
な
く
、
あ
え
て
意
奚
・

袁
奚
だ
っ
た
の
は
、
二
天
皇
の
政
権
樹
立

に
関
し
て
、
何
ん
ら
か
の
賀
毛
郡
と
の
関

わ
り
が
、
伝
承
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　『
播
磨
国
風
土
記
』
に
記
述
の
な
い
仏
教
施
設

と
普
光
寺
川
で
発
見
さ
れ
た
と
伝
わ
る
、

乎お
ぎ
わ
ら

疑
原
神
社(

繁
昌
町)

の
浮
彫
五
尊
仏

が
あ
り
ま
す
。

　

大
化
二
年
（
六
四
六
）
に
薄は
く
そ
う
れ
い

葬
令
が
規

定
さ
れ
る
と
、
古
墳
文
化
は
収
束
に
向
か

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
寺
を
建
立
す
る

こ
と
で
自
分
た
ち
の
力
を
示
そ
う
と
す

る
、
地
方
の
有
力
者
が
出
現
し
ま
す
。
賀

毛
郡
で
も
一
〇
か
寺
の
古
代
寺
院
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
西
市
域
に
あ
る
の
は
、
白
鳳
期
の
繁

昌
廃
寺
・
殿
原
廃
寺
・
吸
谷
廃
寺
、
奈
良

時
代
の
野
条
廃
寺
・
古
法
華
山
寺
の
五
か

寺
で
す
。
こ
れ
ら
の
仏
堂
は
規
模
が
大
き

く
な
る
と
、『
大
智
度
論
』
写
経
事
業
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
複
数
の
有
力
者
が
出

資
者
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

繁
昌
廃
寺
は
、
乎
疑
原
神
社
の
す
ぐ
北

側
に
位
置
し
、
発
見
さ
れ
た
五
尊
石
仏
と

の
関
係
が
考
え
ら
れ
ま
す
。殿
原
廃
寺
は
、

『
大
智
度
論
』
写
経
が
行
わ
れ
た
既
多
寺

に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
吸
谷
廃
寺
は
、

谷
の
開
口
部
に
位
置
す
る
村
前
遺
跡
（
西

上
野
町
）
か
ら
、
奈
良
時
代
の
役
所
跡
と

み
ら
れ
る
大
規
模
倉
庫
群
が
発
見
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
が
修
布
里
の

中
心
だ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

野
条
廃
寺
か
ら
は
、
塔
基き
だ
ん壇
跡
な
ど
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
寺
全
体
や
周
辺

と
の
関
係
性
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
古
法
華
山
寺
は
、
現
在
の
古
法
華

寺
周
辺
か
ら
奈
良
時
代
の
遺
物
が
発
見
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
仏
堂
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
白
鳳
期
の
古
法
華
石
仏
が
存
在
す
る
た

め
、
こ
の
頃
に
は
山
岳
修
行
者
に
よ
っ
て

山
が
開
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
仏
教
施
設
は
、
風
土
記
が
作

成
さ
れ
た
頃
に
は
建
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
大
規
模

建
築
物
や
仏
教
施
設
の
記
述
が
あ
り
ま

せ
ん
。『
出
雲
国
風
土
記
』
に
は
寺
院
の

記
述
が
あ
る
の
で
、
記
述
す
る
必
要
が
無

か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
欠

落
を
『
播
磨
国
風
土
記
』
が
未
完
成
（
草

稿
）
だ
っ
た
と
い
う
根
拠
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

石
作
部
の
転
身

　
古
法
華
石
仏
の
製
作
に
は
、
石
を
取
り
扱
う
石い
し
つ
く
り
べ

作
部

が
関
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。石
作
部
は
、

古
墳
文
化
が
華
や
か
な
頃
、
石
棺
を
作
製
し
文
化
の
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
寺
院
の
建
築
に
は
柱
を
置
く
礎そ
せ
き石

が
必
要
に

な
る
の
で
、寺
院
建
築
に
も
関
与
し
た
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
古
墳
か
ら
仏
教
へ
有
力
者
の
ニ
ー
ズ
に

併
せ
て
転
身
し
た
石
作
部
は
、
自
身
も
地

方
の
有
力
者
と
し
て
『
大
智
度
論
』
の
写

経
に
出
資
し
て
い
ま
す

風 土

吸谷廃寺の礎石（吸谷町：慈眼寺）
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『
播
磨
国
風
土
記
』
賀
毛
郡
条

賀か

も毛
郡こ

ほ
り。
賀か

も毛
と
号な
づ

く
る
所ゆ

ゑ以
は
、
品ほ
む
だ太
の
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
の
世よ

、
鴨か
も

村む
ら

に
双ふ
た
つ
の

鴨か
も

、
栖す

を
作つ
く

り
て
卵か
ひ
ご
を
生う

み
き
。
故か
れ

、
賀か

も毛
の
郡こ
ほ
り
と
い
ふ
。

上か
み
が
も
の
さ
と

鴨
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
上か
み

な
り
。
下し

も
が
も
の
さ
と

鴨
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
中な
か

な
り
。
右み
ぎ

の
二ふ
た

つ

の
里さ
と

、
鴨か
も

の
里さ
と

と
号な
づ

く
る
は
、
已す
で

に
上か
み

に
詳
つ
ま
び
らか

な
り
。
但た
だ

し
、
後の
ち

に
分わ
か

ち
て
、
二ふ
た

つ
の
里さ
と

と
為な

す
。
故か
れ

、
上か
み
が
も鴨
・
下し
も
が
も鴨
と
い
ふ
。
そ
の
所ゆ

ゑ以
は
、

品ほ
む
だ太
の
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
、
巡め
ぐ

り
行い

で
ま
し
し
時と
き

、
此こ

の
鴨か
も

飛と

び
発た

ち
て
、
修す

ふ布
の

井ゐ

の
樹き

に
居を

り
き
。
此こ

の
時と
き

、
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
、
問と

は
し
た
ま
ひ
し
く
、「
何な
に

の
鳥と
り

ぞ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
阿お
も
と
び
と従
、
当た
ぎ
ま麻
の
品ほ
む
ち
べ

遅
部
君き
み
さ
き
た
ま

前
玉
、
答こ
た

へ
て
曰ま
を

さ

く
「
川か
は

に
住す

め
る
鴨か
も

な
り
」
と
ま
を
し
き
。
勅の

し
て
射い

し
め
た
ま
ふ
時と
き

、

一ひ
と
つ
の

矢や

を
発は
な

ち
て
、
二
つ
の
鳥と
り

に
中あ
た

た
り
き
。
即す
な
は
ち
、
矢や

を
負お

ひ
て
山や
ま

の

岑み
ね

よ
り
飛と

び
越こ

え
し
処と
こ
ろ
は
、
鴨か
も
ざ
か坂
と
号な
づ

け
、
落お

ち
斃た
ふ

れ
し
処と
こ
ろ
は
、
仍よ

り
て

鴨か
も
だ
に谷
と
号な
づ

く
。
羹
あ
つ
も
のを
煮に

し
処と
こ
ろ
は
、
煮に
さ
か坂
と
い
ふ
。
下し
も
が
も
の
さ
と

鴨
里
に
、
碓う
す
ゐ
の
た
に

居
谷
・

箕み
の
た
に谷
・
酒さ
か
や
の
た
に

屋
谷
あ
り
。
此こ

れ
、
大
お
ほ
な
む
ち
の
み
こ
と

汝
命
、
碓う
す

を
造つ
く

り
て
稲い
ね

を
舂つ

き
し
処と
こ
ろ
は
、

碓う
す
い
の
た
に

居
谷
と
号
け
、
箕み

を
置お

き
し
処と
こ
ろ

は
、
箕み
の
た
に谷

と
号な
づ

け
、
酒さ
か
や屋

を
造つ
く

り
し
処
と
こ
ろ

は
、
酒さ
か
や
の
た
に

屋
谷
と
号な
づ

く
。

修す

ふ

の
さ

と

布
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
中な
か

な
り
。
修す

ふ布
と
号な
づ

く
る
所ゆ

ゑ以
は
、
此こ

の
村む
ら

に
井ゐ

あ

り
。
一ひ
と
り
の
女を
み
な
、
水み
ず

を
汲く

む
、
即す
な
は
ち
吸す

ひ
没い

れ
ら
れ
き
。
故か
れ

、
修す

ふ布
と
号な
づ

く
。

鹿か
く
ひ
や
ま

咋
山
　
右み
ぎ

、
鹿か
く
ひ咋
と
号な
づ

く
る
所ゆ

ゑ以
は
、
品ほ
む
だ太
の
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
、
狩み
か
り
に
行い

で
ま
し

し
時と
き

、
白し
ろ

き
鹿し
か

、
己お
の

が
舌し
た

を
咋く

ひ
て
、
此こ

の
山や
ま

に
遇あ

ひ
き
。
故か
れ

、
鹿か
く
ひ
や
ま

咋
山

と
い
ふ
。

品ほ
む
ち
べ
む
ら

遅
部
村
　
右み
ぎ

、
然し
か

号な
づ

く
る
は
、
品ほ
む
だ太
の
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
の
世み
よ

、
品ほ
む
ち
べ

遅
部
等ら

の

遠と
ほ
つ
お
や
租
、
前さ
き
た
ま玉
、
此こ

の
地ち

を
賜た
ま

は
り
き
。
故か
れ

、
品
ほ
む
ち
べ
む
ら

遅
部
村
と
号な
づ

く
。

※
青
い
里
名
は
、
加
西
市
域
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
里
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三み

へ
の
さ

と

重
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
中な
か

な
り
。
三み

へ重
と
い
う
所ゆ

ゑ以
は
、
昔む
か
し

、
一ひ
と
り

の
女を
み
な

あ
り

き
。
筠

た
か
む
なを

抜ぬ

き
て
、
布ぬ
の

を
も
っ
て
裹つ
つ

み
食く
ら

ひ
し
に
、
重か
さ

ね
居ゐ

て
起お
き
た立

つ
こ

と
能あ
た

は
ず
あ
り
き
。
故か
れ

、
三み

へ重
と
い
ふ
。

楢な
ら
は
ら
の
さ
と

原
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
中な
か

な
り
。
楢な
ら
は
ら原
と
号な
づ

く
る
所ゆ
ゑ

以
は
、
柞な
ら

、
此こ

の
村む
ら

に

生お

ふ
。
故か
れ

、
柞な
ら
は
ら原

と
い
ふ
。

伎き

す

み

の

須
美
野
　
右み
ぎ

、
伎き

す

み

の

須
美
野
と
号な
づ

く
る
は
、
品
ほ
む
だ

太
の
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
の
世み
よ

、
大
お
ほ
と
も
の
む
ら
じ

伴
連

等ら

、
此こ

こ処
を
請こ

ひ
し
時と
き

、
国
く
に
の
み
や
つ
こ造

黒く
ろ
だ
わ
け

田
別
を
喚め

し
て
、
地く
に
が
た状

を
問と

ひ
た
ま

ひ
き
。
爾そ
の
と
き時
、対こ
た

へ
て
曰ま
お

さ
く
「
縫ぬ

へ
る
衣こ
ろ
も
を
櫃ひ
つ

の
底そ
こ

に
蔵き
す

め
る
が
如ご
と

し
」

と
。
故か
れ

、
伎き

す

み

の

須
美
野
と
い
ふ
。

飯い
ひ
も
り
だ
け

盛
嵩
　
右み
ぎ

、
然し
か

号な
づ

く
る
は
、
大
お
ほ
な
む
ち
の
み
こ
と

汝
命
の
御み
い
ひ飯
を
、
此こ

の
嵩た
け

に
盛も

り
き
。

故か
れ

、
飯い
ひ
も
り
だ
け

盛
嵩
と
い
ふ
。

粳ぬ
か
お
か岡

　
右み
ぎ

、
粳ぬ
か
お
か岡

と
号な
づ

く
る
は
、
大
お
ほ
な
む
ち
の
み
こ
と

汝
命
、
稲い
ね

を
下し
も
が
も鴨

の
村む
ら

に
舂つ
か

か
し

め
た
ま
ひ
し
に
、粳ぬ
か

散ち

り
て
、此こ

の
岡お
か

に
飛と

び
到い
た

り
き
。
故か
れ

、粳ぬ
か
お
か岡
と
い
ふ
。

玉た
ま
の野

の
村む
ら

あ
り
。
そ
の
所ゆ

ゑ以
は
、
意お

け奚
・
袁を

け奚
、
二ふ
た

は
し
ら
の
皇み

こ子

等た
ち

、
美み
な
ぎ囊
の
郡
こ
ほ
り

志し
じ
み深
の
里さ
と

の
高た
か
み
や宮
に
坐い
ま

し
て
、
山や
ま
べ部
の
小を
た
て楯
を
遣や

り
て
、

国く
に
の
み
や
つ
こ

造
許こ

ま麻
の
女む
す
め

、
根ね
ひ
め
の
み
こ
と

日
女
命
を
誂と

ひ
た
ま
ひ
き
。
是こ
こ

に
、
根ね

ひ

め

日
女
、

已す
で

に
命み
こ
と
に
依よ

り
訖を

は
り
ぬ
。
爾そ
の
と
き時
、
二ふ
た

は
し
ら
の
皇み

こ子
、
相あ
ひ
い
な辞
び
て
娶あ

ひ

た
ま
は
ず
、
日ひ

の
間ほ
と

に
根ね

ひ

め
日
女
、
老お

い
て
長み
ま
か逝

り
ぬ
。
時と
き

に
皇み

こ子
等た
ち

、
大い
た

く
哀か
な
し
み
、
即す
な
は
ち
小を
た
て立
を
遣や

り
て
、
勅の

り
た
ま
ひ
し
く
、「
朝
あ
し
た
ゆ
う
へ
夕
に
日ひ

の
隠
か
く
ろ

は
ぬ
地と
こ
ろ
に
墓は
か

を
造つ
く

り
て
、
其そ

の
骨か
ば
ね
を
蔵を
さ

め
、
玉た
ま

を
も
ち
て
墓は
か

を
飾か
ざ

れ
」
と

の
り
た
ま
ひ
き
。
故か
れ

、
此こ

の
墓は
か

に
縁よ

り
て
玉た
ま
お
か丘

と
号な
づ

け
、
其そ

の
村む
ら

を
玉た
ま
の野

と
号な
づ

く
。

起こ

せ

の
さ

と

勢
里
　
土つ
ち

は
下し
も

の
中な
か

な
り
。
臭く
さ
え江
・
黒く
ろ
か
わ川
あ
り
。
右み
ぎ

、
起こ

せ勢
と
号な
づ

く
る

は
、
巨こ

せ

べ
勢
部
等ら

、
此こ

の
村む
ら

に
居を

り
き
。
仍よ

り
て
里さ
と

の
名な

と
為な

す
。
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臭く
さ
え江

　
右み
ぎ

、
臭く
さ
え江

と
号な
づ

く
る
は
、
品ほ
む
だ太

の
天
す
め
ら
み
こ
と

皇
の
世み
よ

、
播は
り
ま
の
く
に

磨
国
の
田た

の

村む
ら
き
み君
に
百も
も

八や

そ十
の
村む
ら
き
み君
あ
り
て
、
己お
の

が
村む
ら
ご
と別
に
相
あ
ひ
た
た
か
い
闘
ひ
し
時と
き

、
天
す
め
ら
み
こ
と
皇
、

勅み
こ
と
の
りし

て
、
此こ

の
村む
ら

に
追お

ひ
聚あ
つ

め
て
、
悉こ
と
ご
と皆

、
斬き

り
死こ
ろ

し
た
ま
ひ
き
。

故か
れ

、
臭く
さ
え江
と
い
ふ
。
其そ

の
血ち

、
黒く
ろ

く
流な
が

れ
き
。
故か
れ

、
黒く
ろ
か
わ川
と
号な
づ

く
。

山や
ま
だ
の
さ
と

田
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
下し
も

な
り
。
猪ゐ
か
ひ
の

飼
野
　
右み
ぎ

、
山や
ま
だ田

と
号な
づ

く
る
は
、
人ひ
と

、

山や
ま

の
際き
は

に
居を

り
き
。
遂つ
ひ

に
由よ

り
て
、
里さ
と

の
名な

と
為な

す
。

猪ゐ
か
ひ
の

飼
野
　
右み
ぎ

、
猪ゐ
か
ひ飼

と
号な
づ

く
る
は
、
難な
に
は波

の
高た
か
つ
の
み
や

津
宮
に
御
あ
め
の
し
た
し
ろ

宇
し
め
し
し

天す
め
ら
み
こ
と
皇
の
世み
よ

、
日ひ
む
か向
の
肥く
ま
ひ
と人
、
朝あ
さ
べ
の
き
み

戸
君
、
天あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み

照
大
神
の
坐い
ま

せ
る
舟ふ
ね

の
於う
へ

に
、

猪い

を
持も

ち
参ま
ゐ
き来
て
進
た
て
ま
つ
りり
き
。飼か

ふ
べ
き
所と
こ
ろ
を
求ま

ぎ
申ま
を

し
仰あ
ふ

ぎ
き
。仍よ

り
て
、

此こ

の
処と
こ
ろ

を
賜た
ま

は
り
て
、
猪ゐ

を
放は
な

ち
飼か

ひ
き
。
故か
れ

、
猪ゐ
か
い
の

飼
野
と
い
ふ
。

端は
し
か
の
さ
と

鹿
里
　
土つ
ち

は
下し
も

の
上か
み

な
り
。
今い
ま

も
其そ

の
神か
み

在い
ま

す
。
右み
ぎ

、
端は
し
か鹿
と
号な
づ

く
る

は
、
昔む
か
し
、
神か
み

、
諸む
ら
む
ら村
に
菓こ
の
み子
を
班わ
か

ち
た
ま
ひ
し
に
、
此こ

の
村む
ら

に
至い
た

り
て
足た

ら
ず
。
故か
れ

、
仍よ

り
て
、「
間は
し
た
な
る
か
も
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故か
れ

、
端は
し
か鹿

と
号な
づ

く
。
此こ

の
村む
ら

、
今い
ま

に
至い
た

る
ま
で
、
山や
ま

の
木き

に
菓
こ
の
み

子
な
し
。
真ま
き

木
・

柂ひ
の
き・
枌す
ぎ

生お

ふ
る
。

穂ほ
づ
み
の
さ
と

積
里
　
本も
と

の
名な

、
塩し
ほ
の野
な
り
。
小お

め

の
目
野
。
土つ
ち

は
下し
も

の
上か
み

な
り
。
塩し
ほ
の野
と

い
ふ
所ゆ

ゑ以
は
、
鹹し
ほ
み
ず水

、
此こ

の
村む
ら

に
出い

づ
。
故か
れ

、
塩し
ほ
の野

と
い
ふ
。
今い
ま

、
穂
ほ
づ
み

積

と
号な
づ

く
る
は
、
穂ほ
ず
み
の
お
み

積
臣
等ら

の
族う
か
ら
、
此こ

の
村む
ら

に
居を

り
。
故か
れ

、
穂ほ
づ
み積
と
号な
づ

く
。

小お

め

の
目
野
　
右み
ぎ

、
小お

め

の
目
野
と
号な
づ

く
る
は
、
品ほ
む
だ太

の
天
す
め
ら
み
こ
と

皇
、
巡め
ぐ

り
行い

で
ま
し
し

時と
き

、
此こ

の
野の

に
宿や
ど

り
た
ま
ひ
き
。
仍す
な
は
ち
、
四よ

も方
を
望の
ぞ

み
覧み

た
ま
ひ
て
、
勅の

り
た
ま
ひ
し
く
「
彼か

の
観み

ゆ
る
は
、
海う
み

か
、
河か
わ

か
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

従お
も
と
ひ
と
臣
、
対こ
た

へ
て
曰ま
お

さ
く
「
此こ

は
霧き
り

の
な
り
」
と
ま
を
す
。
爾そ
の
と
き時
、
宣の

り
た

ま
ひ
し
く
「
大お
ほ

き
体か
た
ち
は
見み

ゆ
れ
ど
も
、小を

め目
な
き
か
も
」
と
の
た
ま
ひ
き
。

故か
れ

、
曰い

ひ
て
小お

め

の
目
野
と
号な
づ

く
。
是こ
こ

に
、
従お
も
と
ひ
と臣

、
井ゐ

を
開ひ
ら

き
き
。
故か
れ

、
佐さ

さ々

の
御み

ゐ井
と
い
ふ
。
又ま

た
、
此こ

の
野の

に
因よ

り
て
歌う
た
よ
み詠
し
た
ま
ひ
き
。
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宇う

つ

く

し

き

都
久
志
伎
　
乎を

め

の

さ

さ

ば

に

米
乃
佐
々
波
爾
　
阿あ

ら

れ

ふ

り

良
礼
布
理

　
　
志し

も

ふ

る

と

も

毛
布
留
等
毛
　
奈な

か

れ

そ

ね

加
礼
曽
祢
　
袁を

め

の

さ

さ

ば

米
乃
佐
々
波

雲う
る
み
の
さ
と

潤
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
中な
か

な
り
。
右み
ぎ

、
雲う
る
み潤

と
号な
づ

く
る
は
、
丹に

つ

ひ

こ

津
日
子
の

神か
み

、「
法は
ふ
だ太
の
川か
わ
じ
り底
を
雲う
る
み潤
の
方か
た

に
越こ

さ
む
と
欲お
も

ふ
」
と
爾
し
か
い
ひ

云
し
時と
き

、
彼か

の
村む
ら

に
在い
ま

せ
る
太お
ほ
み
ず水
の
神か
み

、
辞い
な

び
て
云の

り
た
ま
ひ
し
く
、「
吾わ
れ

は
宍し
し

の

血ち

を
も
ち
て
佃た
つ
く
る
。
故か
れ

、
河か
わ

の
水み
ず

を
欲ほ

り
せ
ず
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

爾そ
の
と
き時
、
丹に

つ

ひ

こ

津
日
子
、
云い
ひ

し
く
「
此こ

の
神か
み

は
、
河か
わ

を
掘ほ
る

る
事こ
と

に
倦う

み
て
、
爾し
か

い
へ
る
の
み
」
と
い
ひ
き
。
故か
れ

、
雲う

み彌
と
号な
づ

く
。
今い
ま

の
人ひ
と

、
雲う
る
み潤
と
号な
づ

く
。

河か
ふ
ち
の
さ
と

内
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
下し
も

。
右み
ぎ

は
、
川か
わ

に
由よ

り
て
名な

と
為な

す
。
此こ

の
里さ
と

の
田た

は
、
草く
さ

敷し

か
ず
し
て
、
苗い
な
だ
ね子

を
下お
ろ

す
。
然し
か

あ
る
所ゆ

ゑ以
は
、
住す
み
の
え吉

の
大お
ほ
か
み神

、

上の
ぼ

り
坐ま

し
し
時と
き

、
此こ

の
村む
ら

に
食み
を
し

し
た
ま
ひ
き
。
爾こ
こ

に
、
従
み
と
も
の
か
み
た
ち

神
等
、
人ひ
と

の
苅か

り
置お

け
る
草く
さ

を
解と

き
散あ
ら

け
て
、
坐み
ま
し
と
為な

し
き
。
爾そ
の
と
き時
、
草く
さ
ぬ
し主
大い
た

く
患う
れ

へ
て
、

大お
ほ
か
み神

に
訴う
た

へ
ま
つ
り
き
。
判こ
と
わ

り
て
云の

り
た
ま
ひ
し
く
、「
汝い
ま
し

が
田た

の
苗な
へ

は
、

必か
な
らず
、
草く
さ

敷し

か
ず
と
も
草く
さ

敷し

け
る
が
如ご
と

く
生お

ひ
む
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。

故か
れ

、
其そ

の
村む
ら

の
田た

は
、
今い
ま

に
草く
さ

敷し

か
ず
し
て
苗な
は
し
ろ代
を
作つ
く

る
。

川か
は
ひ
の
さ
と

合
里
　
土つ
ち

は
中な
か

の
上か
み

な
り
。
腹は
ら
さ
き辟
の
沼ぬ
ま

　
右み
ぎ

、
川か
は
ひ合
と
号な
づ

く
る
は
、

端は
し
か
か
わ

鹿
川
の
底し
り

と
鴨か
も
が
わ川

と
、
村む
ら

に
会あ

へ
り
。
故か
れ

、
川
か
は
ひ

合
の
里さ
と

と
号な
づ

く
。
腹は
ら
さ
き辟

の
沼ぬ
ま

　
右み
ぎ

、
腹は
ら
さ
き辟
と
号な
づ

く
る
は
、
花は
な
な
み浪
の
神か
み

の
妻め

、
淡あ
ふ
み海
の
神か
み

、
己お
の

が
夫せ

を
追お

は
む
と
し
て
、
此こ

こ処
に
到い
た

り
、
遂つ
い

ひ
に
怨う
ら

み
瞋い
か

り
て
、
妾め

、
刀
か
た
な

以も

ち

て
腹は
ら

を
辟さ

き
て
、
此こ

の
沼ぬ
ま

に
没い

り
ぬ
。
故か
れ

、
腹は
ら
さ
き辟

の
沼ぬ
ま

と
号な
づ

く
。
其そ

の
沼ぬ
ま

の
鮒ふ
な

等た
ち

、
今い
ま

に
五は
ら
わ
た臓
な
し
。

天
理
大
学
天
理
図
書
館
所
蔵
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者
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
未
明
の
空

白
を
埋
め
る
の
は
、
私
た
ち
の
自
由

な
発
想
や
、
素
朴
な
疑
問
か
ら
は
じ

ま
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、
現
在
に

残
る
地
名
や
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
「
播
磨
国
風
土
記

一
三
〇
〇
年
祭
事
業
」
の
中
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
、
古
代
の
風
景
に
思

い
を
馳
せ
る
機
会
を
作
っ
て
行
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

 

　
本
書
が
加
西
の
歴
史
を
楽
し
む

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

加
西
市
立
図
書
館
　
郷
土
資
料
係
　

編
集
担
当
　
萩
原
康
仁



播磨国風土記 1300 年祭事業
ホームページ
http://www.city.kasai.hyogo.jp/
05toku/02hari1300/index.htm

播磨国風土記 1300 年祭事業
フェイスブック

https://www.facebook.com/
kasai.fudoki

●いこいの村はりま

●フラワーセンター

●加西市役所

●青野運動公苑

鴨 谷

鴨 坂

粳 岡

煮 坂

修布井

飯盛嵩

鹿咋山

玉丘古墳

普光寺

久学寺

東光寺

奥山寺

酒見寺

周遍寺

一乗寺

長圓寺

石部神社

礒崎神社

八王子神社

日吉神社

乎疑原神社

八幡神社

王子神社

住吉神社

高峯神社

小谷城跡

お葉つきイチョウ

ゆるぎ岩

古法華石仏 善防山城跡

鶉野飛行場跡

五百羅漢

山伏峠石棺仏

鎌倉山

青野原俘虜収容所跡

山下城跡

河内城跡
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